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田中德尚
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表紙の題字は牧内操研修リーダー

海老
原光
男 （
春日
部）

田中
祥皓
 （春
日部
西）

宮田一雄 （庄和）

坂寄栄司 （春日部イブニング）渋谷忠明 （
杉戸中央）

松田 進 （春日部南）

他
に 

遠
藤
裕
久 

（
杉
戸
）　

　
第
６
グ
ル
ー
プ
は
、
春
日
部
・
杉
戸
・
春
日
部
西
・
庄
和
・
春
日
部
南
・
春

日
部
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
杉
戸
中
央
の
７
つ
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
春
日
部
は
、
２
年
後
の
50
周
年
に
向
け
会
員
数
50
名
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
杉
戸
は
、
昨
年
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
古
く
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

が
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。
春
日
部
西
は
、
昨
年
は
ガ
バ
ナ
ー

輩
出
。
今
年
度
は
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
輩
出
＆
30
周
年
で
大
忙
し
で
す
。
庄
和
は
、

少
人
数
の
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
和
や
か
に
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
日
部

南
は
、
大
先
輩
会
員
の
寛
大
な
精
神
で
、
和
気
あ
い
あ
い
は
日
本
一
だ
と
自
負

し
て
ま
す
。
春
日
部
イ
ブ
ニ
ン
グ
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
指
導
の
元
、

若
さ
と
行
動
力
あ
る
元
気
な
ク
ラ
ブ
で
す
。
杉
戸
中
央
は
、
平
均
年
齢
が
53
才

と
若
く
活
気
が
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
野
多
加
史
）

6

なんでも 従来、月信で掲載していました「全クラブの会員数と出席率」の表は、
地区ホームページに掲載してありますので、そちらをご参照ください。
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※全て10月 31日現在・各クラブからの報告に基づいたデータです。 （詳しくは地区のホームページをご覧下さい。）
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★印は前月11位以下よりランクイン

八潮
三郷
川口
川口・鳩ヶ谷武南
浦和東
蓮田
三郷中央
杉戸
大宮中央
松伏

1
2
3
4
5
6
6
8
9
10

342.78
165.52
140.40
139.54
133.44
125.00
125.00
124.00
108.66
107.69

八潮
大宮東
北本
浦和西
さいたま新都心
川口・鳩ヶ谷武南
川口
浦和南
大宮中央
松伏

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

571.85
290.03
185.19
176.47
170.73
155.64
148.81
125.97
121.95
107.69

大宮
杉戸
八潮
浦和東
浦和中
浦和北
大宮中央
大宮西
岩槻
大宮東
大宮北東
桶川
上尾西

春日部
蓮田
越谷南
八潮みらい
川口
川口南
川口シティ鳩ヶ谷
川口西
戸田西
川口北

1
1
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

吉川
川口モーニング
八潮
川口東
戸田西
大宮北東
川口
春日部
蓮田
大宮東

246.72
215.48
157.78
151.39
148.15
141.92
141.37
135.53
123.61
118.06

浦和
大宮
三郷ウェンズデー
大宮南
八潮
浦和ダイヤモンド
春日部西
大宮中央
春日部南

1
2
2
4
4
6
6
8
8

7 
6 
6 
5 
5 
4 
4 
3 
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鴻巣
浦和中
春日部西
川口シティ鳩ヶ谷
庄和
浦和南
八潮みらい
浦和東
上尾北
北本

96.52
94.44
94.40
94.29
94.15
93.89
93.61
92.23
91.89
91.76

2
3
6
4
1
7
9
★
★
★

おまけ・ 年齢の若い順・会長さん
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

41（許可済み）
42
44
44
45
46
46
47
47
47

♥
♠
♠
♠
♠
♠
♠
♠
♠
♠

若盛　 圭恵
佐々木 直之
三枝　 和男
村井 有一郎
坂寄　 栄司
田口　 雅弘
森川　 昌紀
渋谷　 忠明
海老原 光男
針谷　 裕一

松伏
大宮北東
大宮東
吉川
春日部イブニング
岩槻
川口北
杉戸中央
春日部
幸手
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ガ
バ
ナ
ー
挨
拶

地
区
大
会

ガ
バ
ナ
ー  

田
中 

德
尚

ガ
バ
ナ
ー  

田
中 

德
尚

　

今
月
は
ロ
ー
タ
リ
ー
家
族
月

間
で
す
。
一
般
的
な
家
族
の
他

に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
は
多
く
の

家
族
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ク

ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
す
。

喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
合
い
、

奉
仕
を
通
じ
て
共
に
成
長
し
て

行
く
仲
間
で
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
奉
仕
部
門
が
有
り
ま
す
が
、

●
職
業
奉
仕
で
は
仕
事
を
通
じ

て
社
会
に
役
立
つ
存
在
に
成
り
、

●
社
会
奉
仕
、
国
際
奉
仕
で
は

地
域
社
会
や
外
国
の
地
域
社
会

で
役
立
つ
事
を
行
い
、

●
新
世
代
奉
仕
で
は
未
来
の
社

会
を
担
う
若
者
に
超
我
の
奉
仕

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
活
動
を

通
じ
て
お
互
い
の
信
頼
を
築
き

あ
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
活
動

が
仲
間
を
作
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
け
が
家
族
で
は
有
り

ま
せ
ん
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
他

の
ク
ラ
ブ
に
も
家
族
は
い
ま
す
。

I
M
や
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
積
極
的
に
家
族
を
探
し
ま

し
ょ
う
。
同
じ
年
齢
、同
じ
趣
味
、

知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
一
緒
に

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て

地
区
に
出
向
し
て
広
く
家
族
を

探
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

姉
妹
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
日
本
中

や
世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と

家
族
に
成
る
機
会
が
有
り
ま
す
。

同
じ
機
会
が
V
T
T
に
よ
る
交

流
や
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
を
利

用
し
て
国
際
支
援
を
す
る
事
に

よ
っ
て
得
ら
れ
ま
す
。
国
際
大

会
に
参
加
し
て
世
界
中
に
家
族

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
し
て
、
最
も
身
近
な
の
は

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
、
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
、
ラ
イ
ラ
リ
ア
ン
、
青

少
年
交
換
留
学
生
、
米
山
記
念

奨
学
生
、
財
団
奨
学
生
、
世
界

平
和
フ
ェ
ロ
ー
の
皆
様
で
す
。

彼
ら
と
一
緒
に
活
動
す
る
事
に

よ
っ
て
若
い
世
代
に
家
族
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
田
中
作
次
R
I
会

長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
世
界
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま
す

が
一
緒
に
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
行
動
す
る
事
に
よ
っ
て
我
々

に
で
き
る
事
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
第

九
演
奏
会
が
有
り
ま
す
。
今
年

は
、
こ
の
機
会
に
世
界
の
平
和

を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
。

D
isco

ver th
e R
o
tary 　

ロ
ー
タ
リ
ー
で
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
。

ロ
ー
タ
リ
ー
家
族
の
皆
様
、
良

い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

今
月
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
家
族
月
間
」
で
す
。

●
今
年
度
の
地
区
大
会
が
11
月

17
日
18
日
に
川
口
リ
リ
ア
を
メ

イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
ご
参

加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
最
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
ま
で
賑
や
か
に
川
口
ら
し
さ

の
溢
れ
た
地
区
大
会
で
し
た
。

●
17
日
の
指
導
者
育
成
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、Ｄ
Ｋ
リ
ー
会
長
代
理

は
「
戦
略
計
画
と
未
来
の
夢
」
に

つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ブ
の
強
化
に
は
会
員
増
強
が

最
も
効
果
的
で
あ
り
、
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
方
法
は
異
な
る
が
共

通
し
て
い
る
事
は
「
誰
か
に
誘

わ
れ
て
入
会
し
た
事
で
あ
る
」

と
勇
気
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。

●
坂
本
講
師
は
、
健
康
と
事
業

の
成
功
に
感
謝
す
る
気
持
ち
で

寄
付
を
為
さ
っ
て
い
る
と
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
人
は
一

人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
ね
。

●
桑
原
講
師
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
は

顧
客
満
足
を
満
た
す
事
で
あ
り
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
番
の
顧
客
は
自

分
の
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

で
あ
る
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
ク
ラ
ブ
活
性
化
に

繋
が
る
素
晴
ら
し
い
お
話
し
で

し
た
。
講
師
に
感
謝
致
し
ま
す
。

●
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
メ

ジ
ャ
ー
ド
ナ
ー
午
餐
会
と
新
世

代
学
友
発
表
会
は
、
如
何
で
し

た
か
？ 

と
て
も
有
意
義
で
と
て

も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
参
加

者
は
、
感
想
を
周
り
の
方
に
是

非
伝
え
て
下
さ
い
。

●
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
で
の
「
会

長
代
理
歓
迎
晩
餐
会
」
で
は
、

Ｄ
Ｋ
リ
ー
会
長
代
理
の
日
本
語

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
に
多
く
の
方

が
感
激
し
た
と
思
い
ま
す
。

16
日
夜
遅
く
来
日
さ
れ
た
会
長

代
理
は
、
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
か
ら

細
か
い
打
ち
合
わ
せ
を
岩
渕
エ

イ
ド
と
な
さ
れ
深
夜
に
及
び
ま

し
た
。
そ
の
誠
実
さ
に
は
、
皆
が

心
打
た
れ
ま
し
た
。
本
当
に
素

晴
ら
し
い
方
を
会
長
代
理
に
選

ん
で
頂
き
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長

に
感
謝
致
し
ま
す
。
余
談
で
す

が
、
私
の
父
と
会
長
代
理
の
父

上
が
同
期
の
ガ
バ
ナ
ー
と
知
り

深
い
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

●
18
日
の
本
会
議
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
述
べ
る
に
は
紙
面
が
足

り
ま
せ
ん
。
全
て
の
参
加
者
に

感
謝
致
し
ま
す
が
、
特
に
素
晴

ら
し
い
踊
り
や
太
鼓
や
空
手
を

披
露
し
て
頂
い
た
た
く
さ
ん
の

お
子
様
た
ち
に
感
謝
致
し
ま
す
。

●﹇
出
席
か
ら
参
加
﹈
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
が
拍
手
や
掛
け
声
や
寄

付
で
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
有
っ
た

事
を
祈
り
ま
す
。

《
ロ
ー
タ
リ
ー
で
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
》。

D
2
7
7
0
地
区
大
会
、
あ
り
が
と
う

本会議が始まって5時間経過したころの会場。１階も２階もまだたくさん人がいます。
この写真、「いったい何してるかって？」。眠くなったのでみんなで体操しています。
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地
区
大
会

地
区
大
会

晩餐会での主賓の皆様。左から韓国3７５０地区の金ガバナー、ロータリー財団管理委員･元RI理事の小沢様、
RI会長代理のＤＫリー様、セミナー講師の坂本様、そして田中ガバナー、乾杯です。

指導者育成セミナーでRI会長代理ＤＫリー様。

指導者育成セミナー講師の坂本精志様。

指導者育成セミナー講師の桑原茂様。

米山財団メジャードナー午餐会の模様。

新世代・学友発表会で交換留学生踊る。

新世代・学友発表会で米山奨学生歌う。

浦和ロイヤルパインズでの晩餐会。

ウエルカムプログラムは「能・羽衣」

晩餐会のアトラクションは「ジャズ」

本会議のウエルカムは川口ブラスソサエティの皆様。いつも川口ＲＣにはお世話になっているということで、
なんとボランティアで出演してくれました。これはリサーサルの模様です。もうすぐ開幕です。

埼玉全国舞踊コンクール第1位受賞。窪内創作バレー団の河童たち。 川口の伝統芸能、初午太鼓「龍虎太鼓会」のお子様の皆さん。

８０人が登場したメインアトラクションは圧巻！ 最後に「がんばろう日本」の垂れ幕が泣かせます。

空手では高校生と子供たちがたくさん登場。見てください「地区大会おめでとう」と、
クルッと後ろを向くと「最後まで帰らないで」の文字。これじゃ帰れないよね。ウルッ
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地
区
大
会

地
区
大
会

本会議あとの懇親会の様子です。ギッシリ満員、残ってくれたメンバーは５００人を超えました。
さぁお楽しみ抽選会の始まりです。本当に最後までありがとうございます。２７７０地区バンザイ！

記念講演はジュディオング氏の「輝いて生きる」。素敵でした。米山ホームカミングはタイのナレート・ペッチニンさん。

笠松雅美大会委員長です。

超我の奉仕賞の吉田パスト。ロータリー財団特別功労賞の津田パスト。ロータリー財団功労賞の岩渕パスト。

クラブ紹介は最後にやりました。これはホスト、コ・ホストの１１グループです。

「友愛の家」にもたくさんの出店をいただきました。これはＵＮＨＣＲ。

上田埼玉県知事も駆けつけました。 岡村川口市長も駆けつけました。

インド3000地区の皆様もお見えになりました。

祭
り
が
終
わ
っ
て

●
地
区
大
会
の
ホ
ス
ト
、
こ
れ
は
川
口
Ｒ
Ｃ
に

と
っ
て
27
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
11

グ
ル
ー
プ
の
コ・
ホ
ス
ト
も
９
年
ぶ
り
の
こ
と
。

み
ん
な
が
手
探
り
で
こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

●
地
区
大
会
は
、
皆
さ
ん
か
ら
登
録
料
を
い
た

だ
き
、
費
用
も
か
か
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
２

７
７
０
地
区
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
多
く
に
来
て
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
残
っ
て
い
た
だ
く
。
こ
れ

を
私
た
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。

●「
時
間
は
で
き
る
だ
け
短
く
。
中
身
は
濃
く
。

飽
き
な
い
よ
う
な
仕
掛
け
も
入
れ
て
、
最
後
ま

で
残
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
！
」。

こ
の
こ
と
に
11
グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ッ
フ
は
集
中

し
て
企
画
を
組
み
立
て
た
。

●「
冒
頭
は
、
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
を
記
念
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
流
し
た
い
。最
後
の
懇
親
会
に
は
、

抽
選
会
も
用
意
し
た
い
」。

●
最
初
と
最
後
を
決
め
た
ら
、次
は
ま
ん
中
の

仕
掛
け
だ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
な
ぐ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、そ
れ
ぞ
れ
は
５
分
、10
分
と
短
い
け

れ
ど
、ふ
ん
だ
ん
に
用
意
し
た
。ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

が
60
人
、初
午
太
鼓
が
20
人
、子
供
空
手
が
25

人
、バ
レ
エ
チ
ー
ム
は
80
人
以
上
。２
０
０
人
近

い
子
供
や
大
人
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、地

区
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
立
て
て
く
れ
た
。

こ
の
子
ど
も
達
は
、ロ
ー
タ
リ
ー
に
初
め
て
関

わ
っ
た『
新
世
代
』だ
。や
が
て
は
ロ
ー
タ
リ
ー

に
参
画
す
る
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。

●
そ
し
て
我
々
大
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
も
、
み

ん
な
が
同
じ
目
標
に
挑
ん
で
、
祭
り
が
終
わ
っ

た
ら
、
今
ま
で
よ
り
ず
っ
と
、
友
情
の
輪
が
広

が
っ
て
い
た
。
み
ん
な
に
感
謝
だ
。

　
い
か
が
で
し
た
か
、
今
年
の
地
区
大
会
！

「
地
区
大
会
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
、
今
ま
で
は
２
日
か
か
っ

て
い
た
本
会
議
を
１
日
に
し
た
い
。
そ
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
の
中
に
も
楽
し
さ
を
演
出

し
た
い
」。

こ
の
挑
戦
は
、
楽
し
く
難
し
い
も
の
で
し

た
。
ブ
ラ
バ
ン・
太
鼓
・
空
手
・
体
操
・
バ
レ
ー

２
本
で
、
演
し
物
は
６
本
。
こ
れ
ら
の
午
前

中
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
け
で
も
、
時
間
と
舞
台

の
取
り
合
い
。戦
場
状
態
で
し
た
。そ
し
て
、

朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
長
い
拘
束
時
間
に
も

関
わ
ら
ず
、
小
さ
な
子
供
た
ち
は
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
子
供
で

あ
っ
て
も
プ
ロ
根
性
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
揃
い
。一
発
で
難
し
い
演
出
の
舞
台
を
仕

留
め
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
「
飽
き

な
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
、
画
期
的
だ
っ
た
」

と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
感
無
量

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
舞
台
監
督

　
　

森
絹
子
さ
ん(

川
口
Ｒ
Ｃ)

よ
り
一
言

アトラクション参加協力団体
★ブラスバンド　川口ブラスソサエティの皆さん
★川口の伝統芸能 初午太鼓 　宗家　龍虎太鼓会の皆さん
★「空手」の演武　栄北高等学校空手部　日本空手道白堊会　中嶋道場の皆さん
★創作バレー　窪内絹子モダンバレエスタジオの皆さん
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社
会
奉
仕

社
会
奉
仕

ロ
ー
タ
リ
ー
に
い
う

　「
社
会
」
と
は
何
か

社
会
奉
仕
の
対
象
と
ロ
ー
タ
リ
ー 

社
会
奉
仕
部
門
委
員
長

寺
門  

孝
彦

（
春
日
部
Ｒ
Ｃ
）

■
一
般
に
私
た
ち
が
「
社
会
」

と
呼
ぶ
領
域
は
、
何
か
。

　

こ
れ
ま
で
「
社
会
」
と
同
義

語
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
「
地
域
」

な
い
し
「
ま
ち
」
と
は
、
範
囲

を
小
さ
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ

る
と
、①
隣
組
、②
自
治
会
、③
公

民
館
単
位
、④
市
町
村
、⑤
都
道

府
県
と
い
う
ふ
う
に
認
識
さ
れ

て
き
た
。

　

そ
し
て
、「
地
域
主
権
」、「
地

域
の
自
立
」
の
名
の
下
に
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
や
中
核
市
、

地
方
拠
点
都
市
、
果
て
は
広
域

連
合
か
ら
市
町
村
合
併
と
い
う

自
治
体
の
在
り
方
の
議
論
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
広
域
ま
ち
づ
く
り
、
広
域

合
併
と
い
っ
た
議
論
が
巻
き
起

こ
り
、
政
策
掟
言
に
お
け
る
社

会
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
と
し
て

も
、
道
州
制
な
い
し
連
邦
制
な

ど
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
対
象

領
域
か
ら
は
、
地
域
が
広
域
圏

へ
と
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、

や
や
も
す
れ
ば
私
た
ち
の
身
近

な
生
活
圏
域
つ
ま
り
生
活
共
同

体
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
概
念
が
軽
視
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ロ
ー
タ
リ
ー
の
「
社

会
奉
仕
」
に
い
う
「
社
会
」
と
は
、

ま
さ
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で

あ
り
、「
手
続
要
覧
」
に
よ
れ
ば
、

そ
の
領
域
は
「
ク
ラ
ブ
の
所
在

地
域
ま
た
は
行
政
区
域
」
で
あ

り
、
さ
ら
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
」

と
は
「
地
域
社
会
」
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
（「
２
０
０
７
年
手
続

要
覧
」
p.
３
、
p.
８
３
以
下
）。 

■
今
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
再

考
す
る
契
機
が
生
ま
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴

う
原
発
事
故
被
害
、
や
が
て
到

来
す
る
超
高
齢
社
会
に
対
す
る

危
機
意
識
は
、
私
た
ち
自
身
の

足
元
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
再
考
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、「
手
続

要
覧
」
の
基
本
に
立
ち
返
っ
て
、

社
会
奉
仕
の
対
象
領
域
を
、
広

域
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
稀
薄
化

さ
れ
が
ち
な
よ
り
広
い
「
地
域
」

概
念
か
ら
、
私
た
ち
に
よ
り
身

近
な
生
活
圏
域
と
し
て
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
概
念
へ
と
見
直

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
■
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
、
住
民

ど
う
し
の
「
絆
」
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
農
村
社
会
に
あ
っ

て
は
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
脱

穀
な
ど
の
農
作
業
の
ほ
か
、
屋

根
葺
き
、
家
普
請
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
一
時
期
に
多
く
の
人
出

が
必
要
な
時
に
は
協
同
労
働
と

し
て
実
施
さ
れ
た
「
結
い(

ゆ

い)

」
が
存
在
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
都
市
社
会
に
お
い
て

も
、
東
京
下
町
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な「
路
地
」社
会
が
あ
っ
た
。

そ
こ
は
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場

で
あ
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
た
ち

の
井
戸
端
会
議
の
お
し
ゃ
べ
り

の
場
で
あ
っ
た
り
、
お
父
さ
ん

た
ち
が
縁
側
で
将
棋
を
指
し
た

り
す
る
場
で
あ
っ
た
り
、
朝
顔
を

植
え
た
り
、
鉢
も
の
を
置
い
た

り
、住
民
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
に
は
、
小

さ
な
と
き
か
ら
一
緒
に
遊
ん
だ

仲
間
が
い
て
、
隣
に
住
ん
で
い

る
人
が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
顔
が
見
え
る
、
声
が

聞
こ
え
る
、
人
間
の
暖
か
さ
や

臭
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
ま
さ
に

生
活
共
同
体
で
あ
っ
た
。

■「
地
縁
」
か
ら
現
代
社
会
の
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
職
縁
」へ
。

　

し
か
し
、
工
業
化
時
代
と
と

も
に
農
村
社
会
の
「
結
い
」
は

段
々
消
滅
し
、
都
会
で
も
開
発

が
進
み
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
、
路
地
は

消
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、若
者
は
、

旧
式
の
因
習
や
し
き
た
り
に
縛

ら
れ
た
、
こ
う
し
た
「
地
縁
」
社

会
を
嫌
う
傾
向
に
も
あ
る
。
町

内
会
や
自
治
会
も
転
出
者
や
転

入
者
が
増
え
た
り
、
単
身
者
や

高
齢
者
が
増
え
る
と
活
動
も
停

滞
が
ち
に
な
る
。
最
近
で
は
、
役

員
の
な
り
手
が
な
く
、
抽
選
で
割

り
振
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
風
潮
の
な
か
で
、
わ

が
国
に
最
も
象
徴
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
。
会
社
を
単

な
る
労
働
の
場
と
す
る
の
で
は

な
く
、
職
域
生
活
共
同
体
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
・

Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
や
堺
屋
太
一

氏
が
指
摘
さ
れ
る
「
職
縁
」
社
会

で
あ
る（
Ｐ・Ｆ・
ド
ラ
ッ
カ
ー
著
／
上

田
・
佐
々
木
・
田
代
共
訳『
ポ
ス
ト
資
本

主
義
社
会
』／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
／
P.

２
９
０
〜
P.
２
９
１
・
堺
屋
太
一
著『
世

は
自
尊
好
縁
』／
日
本
経
済
新
聞
社
／

P.
２
１
５
以
下
）。

し
か
し
、
こ
の
職
縁
社
会
も
時
代

と
と
も
に
変
化
し
だ
し
た
。

　

人
々
は
会
社
よ
り
も
家
庭
を

大
切
に
考
え
た
り
、
労
働
よ
り
も

余
暇
を
大
事
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
職
縁
」
型
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
「
地
縁
」
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
の
会

社
内
の
人
や
そ
の
地
区
内
の
人

し
か
入
れ
な
い
、い
わ
ば
「
閉
鎖
」

型
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
防
災

か
ら
冠
婚
葬
祭
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
。

　
■
さ
ら
に
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
好
縁
」
へ
と
進
化
す
る
。

　

こ
う
し
た「
閉
鎖
」型
に
対
し
、

趣
味
の
同
じ
人
々
が
集
ま
る
、

英
会
話
や
テ
ニ
ス
、
ダ
ン
ス
、

パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル

活
動
、
同
好
会
な
ど
は
、
堺
屋

氏
の
い
う「
好
縁
」社
会
で
あ
り
、

関
心
の
あ
る
人
は
個
人
と
し
て

誰
で
も
入
れ
る
「
開
放
」
型
で

あ
る
。

■
さ
ら
に
さ
ら
に
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
「
志
縁
」。

　

さ
ら
に
、
都
市
部
で
は
、
環

境
問
題
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
な

ど
新
し
い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

◎
こ
の
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
は
、
目
的
が
総
花
的
で
な
く
、

は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
的
な
テ
ー
マ

に
基
づ
く
活
動
が
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
づ
く
る
の
で

あ
り
、
こ
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
「
血
縁
」
で
も
な
け
れ

ば
「
地
縁
」
で
も
な
い
、

◎
同
じ
志
を
持
つ
「
意
志
の
あ

る
人
々
の
つ
な
が
り
」
を
意
味

す
る
「
志
緑
」
な
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
志
願

者
、
有
志
者
）
に
相
応
し
い
用

語
で
あ
る
。

■
こ
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多
層
的
・

重
層
的
に
存
在
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
所
も

短
所
も
有
し
て
い
る
。

た
だ
「
好
緑
」
型
な
い
し
「
志
縁
」

型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
目
的
意

識
の
あ
る
市
民
が
自
ら
の
意
志

で
、
つ
ま
り
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
に

参
加
し
て
い
る
だ
け
に
「
絆
」

は
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

活
動
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、「
地
縁
」

型
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
地
域
社

会
を
担
う
力
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

■
私
た
ち
ロ
ー
タ
リ
ー
は
。

私
た
ち
ロ
ー
タ
リ
ー
が
社
会
奉

仕
の
対
象
と
し
て
目
指
す
べ
き

は
、
第
一
に
「
志
縁
」
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
り
、第
二
に
「
好
縁
」

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
に
あ
っ
て
は

第
一
に
「
好
縁
」
型
ク
ラ
ブ
で

あ
り
、
第
二
に
「
志
縁
」
型
ク

ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
、「
社
会
奉

仕
」
か
ら
み
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の

在
り
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。 



11　 10

一
問
一
答

一
問
一
答

請
川
か
お
り
さ
ん
に

■
お
二
人
と
も
四
国
ご
出
身
で
す
ね
。

ど
う
し
て
川
口
に
来
た
の
か
？　
　

そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
と
の
出
合
い
は
？

　
　
　
　

　

主
人
は
香
川
、私
は
徳
島
の
出
身
で
す
。

徳
島
大
学
歯
学
部
の
同
窓
で
、
私
が
３
学

年
先
輩
で
す
。
主
人
が
大
学
６
年
生
の
時

に
結
婚
し
、
主
人
の
就
職
に
伴
っ
て
、
二

人
と
も
全
く
ゆ
か
り
の
な
い
川
口
（
な
に

し
ろ
、
琵
琶
湖
よ
り
東
に
親
戚
は
一
人
も

お
り
ま
せ
ん
）へ
来
た
の
は
13
年
前
で
す
。

出
産
も
川
口
で
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
仕
事
は
順
調
で
、
現
在

は
川
口
市
内
に
２
軒
の
歯
科
医
院
を
経
営

し
て
い
ま
す
が
、
２
軒
目
の
医
院
を
建
て

る
際
に
土
地
の
件
で
お
世
話
に
な
っ
た
川

口
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｒ
Ｃ
の
森
田
様
に
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
事
を
教
え
て
頂
き
、
休
診

日
と
例
会
日
の
曜
日
の
関
係
で
、
森
田
様

の
お
兄
様
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
川
口
Ｒ
Ｃ
に

入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
な
ぜ
奥
様
も
入
会
を
？　
　
　
　

　
　
　

　

先
に
主
人
が
入
会
し
、
主
人
の
勧
め
で

ひ
と
月
遅
れ
て
私
が
入
会
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
私
共
は
、
川
口
に
親
類
縁
者
も

友
人
も
殆
ど
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

週
に
た
っ
た
１
日
し
か
な
い
休
診
日

に
自
分
が
例
会
で
留
守
を
す
る
と
、

私
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
、
主
人
が
心
配
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

■
入
会
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
が
、

ど
ん
な
役
を
や
り
ま
し
た
？　
　
　

　

 

　

Ｓ
Ａ
Ａ
、親
睦
、ニ
コ
ニ
コ
、会
報
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
地
区
で
は
田
中
ガ

バ
ナ
ー
の
副
幹
事
、
川
口
Ｒ
Ｃ
で
は
新
世

代
委
員
長
と
国
際
奉
仕
委
員
長
を
兼
務

し
、
ま
た
、
初
め
て
の
理
事
も
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
ど
ん
な

状
況
・
役
目
で
も
楽
し
ん
で
や
れ
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
与
え
て
い
た
だ
い
た
役
目
を

自
分
な
り
に
理
解
し
て
楽
し
む
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

■
会
費
も
お
二
人
分
で
す
か
？　
　

夫
婦
割
引
な
ん
て
な
い
ん
で
す
か
？

年
会
費
は
適
正
だ
と
思
い
ま
す
か
？

今
月
は
家
族
月
間
で
す
。

　

今
回
は
ご
夫
婦
で
同
じ
ク
ラ
ブ
に
在
籍

し
て
い
る
請
川
か
お
り
さ
ん(

川
口
Ｒ
Ｃ)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

請
川
さ
ん
は
地
区
の
副
幹
事
。
地
区
大

会
で
は
、
新
世
代
発
表
会
と
本
会
議
で
司

会
を
務
め
、
今
、
地
区
で
も
っ
と
も
有
名

な
女
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
請
川
さ

ん
、
ど
う
い
う
方
か
？ 

　

今
日
は
素
顔
で
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　

月
信
担
当･

吉
田
英
一(

鳩
ヶ
谷
R
C
）

夫
婦
で
同
じ
ク
ラ
ブ
に
！ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

❻

　　
以
前
、夫
婦
割
引
な
ど
と
い
う
お
話
し
も

出
た
り
し
た
よ
う
で
す
が
、主
人
曰
く「
ち
ゃ

ん
と
会
費
を
納
め
な
い
と
、遠
慮
が
出
て
言

い
た
い
こ
と
が
言
え
な
く
な
る
か
ら
嫌
だ
。」

と
い
う
こ
と
で
、会
費
は「
き
っ
ち
り
」２
名

分
払
っ
て
お
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、言
い
た

い
こ
と
は
遠
慮
無
く
言
っ
て
ま
す
。

■
ご
夫
婦
で
歯
医
者
様
。
お
仕
事
も
ご

一
緒
で
す
よ
ね
。
ク
ラ
ブ
で
ご
夫
婦
で

や
り
に
く
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

　

正
直
、
仕
事
の
面
で
は
、
目
指
す
ゴ
ー

ル
が
同
じ
で
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
し
て
は
、

一
緒
に
い
て
や
り
に
く
い
と
思
っ
た
こ
と

は
全
く
な
い
で
す
。

■
出
席
率
が
良
い
の
は
ど
ち
ら
？　

　　

同
じ
屋
根
の
下
か
ら
同
じ
車
に
乗
っ
て
、

一
緒
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
す
。

■
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

良
か
っ
た
事
、
楽
し
か
っ
た
事
は
？

　

友
人
が
増
え
た
こ
と
、
こ
の
一
言
に
尽

き
ま
す
。
ま
た
、
川
口
Ｒ
Ｃ
に
入
会
し
た

事
で
、
元
々
外
様
の
私
達
で
す
が
、「
自
分

の
地
元
は
川
口
で
あ
る
」、
と
い
う
意
識
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

■
ロ
ー
タ
リ
ー
の
事
が
原
因
で
夫
婦

喧
嘩
を
さ
れ
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　

覚
え
て
い
る
か
ぎ
り
、
な
い
と
思
い
ま

す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
に
対
す
る
考
え
方
は
一

致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
ご
夫
婦
で
会
長
・
幹
事
を
お
務
め

す
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
？　
　

そ
の
時
は
ど
ち
ら
が
会
長
に
？　
　

　　
そ
の
よ
う
な
機
会
は
、
無
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
主

人
が
会
長
、
と
い
う
こ
と
で
。

■
夫
婦
で
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
増
え
る
で
し
ょ
う
か
？　

　　

私
達
夫
婦
は
楽
し
ん
で
や
っ
て
ま
す
。

『
良
い
世
界
は
良
い
地
域
か
ら
、
良
い
地
域

は
良
い
家
庭
か
ら
』
と
申
し
ま
す
の
で
、

夫
婦
で
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
増
え
る
こ
と
は

『
良
い
世
界
』
を
作
る
た
め
に
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
も
、
ま
ず
は
『
良
い
家
庭
』
を
目

指
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
退
会
し
よ
う
と
思
っ
た
事
は
？　

あ
り
ま
せ
ん
。

■
川
口
ク
ラ
ブ
の
百
周
年
、
ち
ょ
っ
と

先
で
す
が
、
そ
の
時
の
ご
自
身
の
ロ
ー

タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
想
像
さ
れ
る
と
？　

　

50
周
年
の
時
は
入
会
し
た
て
の
35
才
で

し
た
。
百
周
年
の
時
は
85
才
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

多
分
、
毎
週
、
隙
の
な
い
お
し
ゃ
れ
を

し
て
元
気
に
例
会
に
出
席
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

■
川
口
ク
ラ
ブ
は
会
員
増
強
が
順
調

で
す
が
、他
ク
ラ
ブ
と
の
違
い
は
何
？

　
　
　

　

老
若
男
女
の
人
財
が
豊
富
で
、
か
つ
、

老
若
男
女
問
わ
ず
、
会
員
同
士
の
仲
が
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
歴
ウ
ン
十
年
、
の
大
先
輩

方
も
と
て
も
き
さ
く
で
、
寛
大
に
若
い
私

達
に
接
し
て
下
さ
る
の
で
、
す
ぐ
に
会
に

な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
お
嬢
さ
ん
は
中
学1

年
生
で
す
が
、

将
来
は
歯
医
者
さ
ん
に
？　

そ
し
て

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
て
欲
し
い
？

　　
今
の
と
こ
ろ
は
歯
医
者
に
な
る
つ
も
り

の
よ
う
で
す
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
親
の

跡
継
ぎ
と
い
う
安
易
な
理
由
で
は
な
く
、

彼
女
自
身
の
知
的
探
求
心
や
奉
仕
精
神
に

則
っ
て
、
歯
科
医
師
と
い
う
職
業
を
選
ん

で
欲
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
ご
主
人
様

と
二
人
で
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

■
お
嬢
さ
ん
の
将
来
の
ご
結
婚
相
手

は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
良
い
で
す
か
？

　

母
親
と
し
て
は
、
大
き
な
声
で
挨
拶
が

で
き
る
男
の
人
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

時
機
が
来
た
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
言
う
こ
と
無
し
で
す
。

■
座
右
の
銘
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

｢

金
剛
石
も
磨
か
ず
ば
、
玉
の

光
は
そ
わ
ざ
ら
ん
」

｢

人
も
学
び
て
後
に
こ
そ
、
誠

の
徳
は
あ
ら
わ
る
れ
　
」

■
最
後
に
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
に
一
言
！

　

ガ
バ
ナ
ー
訪
問
に
何
度
か
同
行
し
て
お

り
ま
す
が
、田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー

活
動
に
対
す
る
愛
情
と
情
熱
を
、
そ
の
都

度
感
じ
て
お
り
ま
す
。

  

ご
主
人
・
請
川
秀
治
様
よ
り

　

今
年
は
妻
が
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
で
忙
し
く
、

病
院
を
留
守
に
す
る
事
が
多
い
の
で
す
が
、
や

は
り
仕
事
は
滞
っ
て
し
ま
い
、患
者
様
や
ス
タ
ッ

フ
に
負
担
を
か
け
て
は
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ

れ
以
上
に
妻
が
得
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
だ
け
が
取
り
柄
の
ふ
つ
つ
か
な
妻
で
す

が
、
ど
う
ぞ
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
川
口
R
C
）
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ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
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越
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
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松
伏
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

10/9 10/4
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桶
川
イ
ブ
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

幸
手
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
式
訪
問

公
式
訪
問

公
式
訪
問

ぞ
く

レ
ポ
ー
ト

ぞ
く

公
式
訪
問
ど
ん

レ
ポ
ー
ト

ど
ん

　
８
月
１
日
（
水
）
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
髙
野
好
勝
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
を
迎
え
、
公
式
訪
問
を
手
塚
会
長
年
度
早
々
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
髙
野
好
勝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
武
南

ロ
ー
タ
リ
ー
は
，
第
11
グ
ル
ー
プ
で
す
か
ら
、
懇
談
会
も
例

会
も
ク
ラ
ブ
協
議
会
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
進
み
ま

し
た
。

　
８
月
は
会
員
増
強
月
間
、
例
会
前
の
懇
談
会
で
は
、
手
塚

会
長
、
牧
田
会
長
エ
レ
ク
ト
、
舟
津
幹
事
へ
会
員
増
強
の
重

要
性
を
、
自
ら
実
行
さ
れ
た
経
験
を
ま
じ
え
て
沢
山
の
指

導
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
例
会
に
は
、
新
会
員
１
名
と

会
員
候
補
者
1
名
出
席
が
あ

り
、
私
た
ち
に
緊
張
感
を
減

ら
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
例
年
に
な
く
早
い
公

式
訪
問
準
備
を
し
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
、
米
山
記
念
奨
学

委
員
会
は
活
発
に
活
動
し
、

結
果
も
で
て
お
り
ま
す
。

　
例
会
で
は
興
味
あ
る
話
を

聞
き
、
ク
ラ
ブ
協
議
会
は
各

委
員
会
へ
指
導
を
頂
き
、
武

南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
13

委
員
会
は
い
い
ス
タ
ー
ト
を

致
し
ま
し
た
。
田
中
ガ
バ

ナ
ー
、
髙
野
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
会
前
の
懇
談
会
で
は
、
事

前
に
提
出
し
て
お
り
ま
し
た
質

問
に
対
し
て
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
熱
心

に
ご
説
明
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
ご
や
か
な
、
そ
れ
で

い
て
独
特
の
緊
張
感
の
中
、
今
後

の
ク
ラ
ブ
運
営
に
と
っ
て
大
変

参
考
に
な
り
、
ま
た
、
田
中
ガ
バ

ナ
ー
の
お
人
柄
に
も
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
は
非
常

に
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
卓
話
に
は

会
員
全
員
が
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

田
中
ガ
バ
ナ
ー
が
私
達
の
普
段

の
例
会
場
で
、
ま
さ
に
目
の
前
で
お
話
し
さ
れ
て
い
る
、
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
だ
か
ら
こ
そ
の
独
特
の
雰
囲
気
を
皆
が
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
お
い
て
は
30
名
程
の
出
席
の
も
と
、
当

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
自
由
討
議
形
式
で

会
員
各
々
が
意
見
を
述
べ
合
い
、
要
所
で
田
中
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
所
感
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
議
題
に
つ
い
て
の
討
議
で

し
た
の
で
、
時
間
が
少
々
足
り
な
い
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
田

中
ガ
バ
ナ
ー
始
め
会
員
全
員
の
真
剣
な
想
い
の
込
も
っ
た
今

回
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
は
、
今
後
の
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
よ
り

有
意
義
に
す
る
と
確
信
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
る
10
月
４
日
、
桶
川
イ
ブ
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
新
年
度
の
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の
訪
問
を
受
け
た
。
私
事

で
は
あ
る
が
、
午
前
は
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
ゴ
ル
フ
に
参
加

し
す
ぐ
桶
川
に
戻
り
、
ガ
バ
ナ
ー
の
訪
問
に
備
え
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
は
温
厚
か
つ
実
直
な
お
人
柄
で
、
わ
れ
ら
の
例

会
場
で
あ
る
桶
川
市
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
到
着
後
中

を
散
策
し
、
写
真
に
様
々
な
光
景
を
収
め
、
ふ
る
さ
と
館
の

佇
ま
い
、
素
朴
な
食
事
な
ど
に
関
心
を
示
さ
れ
、
18
名
の
会

員
共
々
食
事
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
フ
ラ
ン
ク
に
か
つ
意
欲

的
に
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
は
新
規
入
会
の
柳
原
氏
に
、
直
々
に
バ
ッ
ジ
を
付
け

て
い
た
だ
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
も
簡
易
に

説
明
さ
れ
、
改
め
て
ガ
バ
ナ
ー
の
一
言
一
言
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ガ
バ
ナ
ー
は
、
ど
こ

に
移
動
す
る
に
も
自
身
で
運
転
し
、
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
。

感
服
の
極
み
で
あ
る
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
平
等
で
、
４
つ
の

テ
ス
ト
を
毎
日
の
生
活
の

中
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し

切
れ
る
か
、
改
め
て
、
ガ

バ
ナ
ー
の
背
を
送
り
出
し

な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た

気
が
す
る
。

　
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
我
々
は
い
つ
で
も
歓

迎
い
た
し
ま
す
。
桶
川
市

べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
へ
。

上
尾
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、第

５
グ
ル
ー
プ
福
士
満
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
公

式
訪
問
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。例
会
前
の
ガ
バ
ナ
ー
、

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、会
長
、幹

事
懇
談
会
で
は
、ク
ラ
ブ
運

営
に
つ
い
て
様
々
な
お
話
を

頂
き
、特
に
会
員
増
強
に
つ

い
て
は
、増
強
目
標
人
数
の

設
定
、周
年
の
年
度
の
注
意

点
等
を
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。

　
例
会
で
は
、Ｒ
Ｉ
加
盟
50

周
年
に
対
す
る
賞
状
を
田
中

作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
に
代
わ
り
田

中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
き

ま
し
た
。ま
た
、新
会
員
入

会
式
に
お
い
て
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
新
会
員
へ
バ
ッ
チ
を

付
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　
卓
話
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
を
交
え
な
が
ら
Ｒ
Ｉ
、

地
区
の
方
針
な
ど
を
お
話
頂
き
、例
会
後
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で

は
、各
委
員
会
よ
り
活
動
計
画
な
ど
を
発
表
さ
せ
、ガ
バ
ナ
ー

よ
り
委
員
会
ご
と
に
ご
指
導
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。同
日
に
も

う
一
ク
ラ
ブ
公
式
訪
問
の
予
定
が
あ
り
、懇
親
会
が
出
来
な
い

こ
と
が
残
念
で
あ
り
ま
し
た
が
、当
ク
ラ
ブ
に
と
り
ま
し
て
は

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、福
士
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
、小
川
地
区
副
幹
事
、堀
口
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
幹
事

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
10
月
９
日(

火)

田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
・
関
森
初
義
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
・
早
船
雅
文
地
区
副
幹
事
に
お
越
し
い
た
だ
き
公

式
訪
問
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
11
時
よ
り
会
長
・
幹
事
・
会
長
エ
レ
ク
ト
と
懇
談
会
を
行

い
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
指
導
に
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
若

さ
と
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
12
時
30
分
よ
り

例
会
開
始
。
新
会
員
の
入
会

式
で
は
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
新
会

員
と
ス
ポ
ン
サ
ー
に
バ
ッ
チ

を
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　
例
会
で
の
ガ
バ
ナ
ー
卓
話

「
R
I
会
長
方
針
と
地
区
の

テ
ー
マ
」
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
い
、
解
り
や
す
く

ご
説
明
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
ク

ラ
ブ
か
ら
は
６
月
開
催
の
リ

ス
ボ
ン
国
際
大
会
参
加
者
が

現
在
20
名
と
の
事
に
、
お
誉

め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

例
会
後
の
写
真
撮
影
、
ク
ラ

ブ
協
議
会
と
長
時
間
に
亘
っ

て
の
ご
指
導
に
、
大
変
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
田
中
徳
尚
ガ
バ
ナ
ー
と
宮
田
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え

し
て
、
松
伏
R
C
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
時
か
ら
特
別
室
で
面
談
を
し
、
今
の
ク
ラ
ブ
の
現
状
を

伝
え
、
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
幹
事
が
女
性
だ
っ
た
か
ら
？
で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
和

や
か
に
話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少
し
緊
張

ぎ
み
（
！
？
）
の
会
員
と
合
流
し
、
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

い
つ
も
ど
お
り
で
す
が
、
や
は
り
ガ
バ
ナ
ー
が
い
る
と
、
気

合
い
が
入
り
ま
す
ね
。
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
の
卓
話
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
話
や
今
の
地
区
の
現
状

を
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
新
会
員
さ
ん
に
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
ク
ラ
ブ
協
議
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
さ
ん
が

話
し
、
そ
れ
に
対
し
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ガ
バ
ナ
ー
は
答
え

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
最
後
は
懇
親T

ea T
im
e  

　
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ー
と
会
員
の
懇

親
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
４
名
の
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
話
が
盛
り
上
が
り
、

終
了
は
夜
１
０
時
！
！
毎
日
お

疲
れ
の
所
、
遠
い
松
伏
で
丁
寧

に
内
容
の
濃
い
公
式
訪
問
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
ガ
バ
ナ
ー
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、
宮
田
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
、
そ
し
て
、
吉
田

様
、
夜
遅
く
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

!
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ラ
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ポ
ー
ト

公
式
訪
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レ
ポ
ー
ト

つ
ぎ
つ
ぎ

ぼ
ん
ぼ
ん

　
杉
戸
・
杉
戸
中
央
R
C
合
同
公

式
訪
問
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

面
談
で
は
、
40
代
の
若
い
会
員
が

多
い
と
い
う
ク
ラ
ブ
の
特
徴
が
、

昼
間
現
場
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
、
例
会
の
出
席
率
低

下
を
招
い
て
い
る
と
い
う
実
態
に

つ
い
て
ご
相
談
い
た
し
ま
し
た
。

「
例
会
の
出
席
率
は
、
狙
っ
て
と
る

も
の
。
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
で
夜

間
の
他
の
例
会
に
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ

を
す
る
な
ど
、
他
ク
ラ
ブ
の
例
会

に
行
く
の
も
活
性
化
の
一
つ
で

す
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

例
会
で
は
、
テ
ー
マ
に
こ
め
た

杉
戸
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の
公
式
訪
問
を
い
た
だ
き
、
30
分

に
亘
る
卓
話
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
講
話
の
重
要
な
部
分

は
「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
な
さ
い
」Ⅰ

に
高
い
目
標
、Ⅱ
も
Ⅲ
も
高
い
目
標
を
掲
げ
る
事
が
重
要
で

す
と
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は
地
域
の
人
々
や
社
会
に
役
立
つ
活
動

に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
よ
と
同
じ
志
の

仲
間
が
ク
ラ
ブ
に
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
出
会

い
が
高
い
目
標
を
達
成
す
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

一
人
で
も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
戸
R
C
）

R
I
会
長
の
お
考
え
を
P
P
で
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ

ブ
協
議
会
に
お
い
て
は
、
各
委
員
長

の
発
表
ご
と
に
、
大
変
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度

の
合
同
公
式
訪
問
を
受
け
る
に
あ
た

り
、
第
6
G
真
野
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に

は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
杉
戸
中
央
R
C
）

　
本
来
公
式
訪
問
は
８
月
24
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
飯
野
雪
男
パ

ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
急
逝
に
よ
り
10

月
19
日
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
そ
し

て
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
宮
田
博
氏
を

お
迎
え
し
て
五
者
懇
談
、
当
ク
ラ

ブ
の
現
況
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
の

奉
仕
活
動
実
績
等
々
、
日
韓
児
童

図
画
交
流
展
が
本
年
で
27
回
目

開
催
に
つ
い
て
も
大
変
評
価
を

頂
き
今
後
も
よ
り
良
い
親
善
交

流
を
図
る
よ
う
敬
意
を
表
す
る

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ク
ラ
ブ
目
的
に
つ

い
て
は
、
会
員
増
強
と
ロ
ー
タ

リ
ー
の
活
性
化
で
会
員
一
同
が
一

丸
と
な
っ
て
仲
間
を
増
や
す
こ
と

が
一
番
の
願
い
で
あ
る
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
は
新
会
員
が

入
会
し
ま
す
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
新
会
員
の
胸
に
バ
ッ
チ

を
付
け
て
頂
き
当
人
も
感
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
協

議
会
で
は
ア
ド
バ
イ
ス
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
６
月
世
界
大
会
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
リ
ス
ボ
ン
で
開
催

さ
れ
る
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
要

請
、
懇
親
会
も
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
福
士
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
そ
し
て
地
区

副
幹
事
本
間
様
を
お
迎
え
し
て
の
公
式
訪
問
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
致
し
ま
し
た
が
、
気
さ
く
な
人
柄
に
触

れ
気
持
ち
も
安
ら
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
談
会
で
は
財
団・米
山
・

出
席
率
そ
し
て
増
強
と
一
通
り
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
今

の
と
こ
ろ
２
名
の
増
強
を
致
し
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
も
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
ガ
バ
ナ
ー
は
色
々
な
事
例
を
踏
ま
え
て
、

会
長
の
方
針
は
ど
ん
な
こ
と
か
と
質

問
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
協

議
会
で
は
各
委
員
長
一
人
ひ
と
り
に

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
お
答
え
を
頂

き
ま
し
た
。

　
協
議
会
も
終
わ
り
帰
り
際
に
お
茶

で
も
飲
ん
で
行
き
ま
せ
ん
か
と
お
声

か
け
し
た
と
こ
ろ
、
時
間
も
あ
ま
り

な
い
と
の
で
す
が
少
し
な
ら
で
は
と

お
い
で
頂
き
、
光
栄
に
感
動
致
し
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
加
藤
和
正
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
、
公
式
訪
問

例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
例
会
前
の

懇
談
会
に
は
、
会
長
、
幹
事
、
次
年
度
会

長
、
幹
事
と
で
会
員
増
強
と
財
団
に
つ

い
て
色
々
な
お
話
し
と
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
大
会
へ
の
力
強
い

要
請
に
答
え
る
べ
く
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
卓
話
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
運
営
方
針
を
詳
細
に
説

明
し
て
頂
き
、
そ
の
後
ク
ラ
ブ
協
議
会

に
移
り
各
委
員
長
の
事
業
計
画
及
び
実

施
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
説
明

後
、
講
評
を
頂
き
無
事
公
式
訪
問
が
終

了
し
ま
し
た
。

大
宮
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

10/30

川
口
シ
テ
ィ
鳩
ヶ
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
公
式
訪
問
が
池
田
幹
事
の
細

心
の
準
備
の
下
、
全
会
員
出
席

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
面
談
で

は
田
中
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
「
効
果

的
な
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
な

る
た
め
の
」
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
ク
ラ
ブ
運
営
、
奉
仕
活
動

に
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
又
、
例
会
で
は
新
会
員

に
対
し
、ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ッ
ジ
と

徽
章
を
つ
け
て
頂
い
た
上
に
、
新
会
員
紹
介
者
に
は
、
ス
ポ
ン

サ
ー
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
頂
き
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
頂
き
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
日
の
公
式
訪
問
で
の
田
中
ガ
バ
ナ
ー
と
髙
野
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
の
ご
指
導
に
会
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
会
に
先
立
ち
、会
長
、幹
事
、

副
会
長
、
副
幹
事
と
の
懇
談
会

で
は
当
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
説
明

さ
せ
て
頂
き
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
会
員
増
強
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
請

が
あ
り
会
員
数
を
45
名
に
目
標

を
上
げ
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
長
期
計
画
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
人
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ

て
多
角
的
に
計
画
を
立
て
、
50

周
年
に
向
け
て
ど
ん
な
ク
ラ
ブ

に
し
た
い
か
目
標
を
立
て
る
よ

う
に
と
、
的
確
な
ご
指
導
を
頂

き
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
、
R
I
及
び
、
地
区
運

営
方
針
を
解
り
や
す
く
説
明
さ

れ
、
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
各
委

員
長
の
活
動
方
針
に
対
し
適
切

な
ご
指
導
を
頂
き
、
今
後
の
活

動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
懇
親

会
に
も
第
５
グ
ル
ー
プ
最
後
の
公
式
訪
問
と
い
う
こ
と
で
出

席
頂
き
、
会
員
一
同
と
身
近
に
話
さ
れ
た
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
お

人
柄
に
好
感
を
も
た
れ
た
会
員
が
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、
福
士
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
は
長
時
間
に
わ

た
り
ご
指
導
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
例
会
に
先
立
ち
、
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、

会
長
、
幹
事
、
会
長
エ
レ
ク
ト
に
よ
り
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

戦
略
計
画
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
を
戴
く
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
３
人
の
新
会
員
に
バ
ッ
ヂ
を
付
け
て
戴
く
。

ま
た
、
３
人
の
紹
介
者
に
も
ス
ポ
ン
サ
ー
バ
ッ
ヂ
を
付
け
て
戴

く
。
卓
話
で
は
、
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
の
「
奉
仕
を
通
じ
て
平

和
を
」
と
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の
「
ロ
ー
タ
リ
ー
で
素
晴
ら
し

い
出
会
い
を
」
と
各
方
針
の
説
明
を
戴
く
。

　
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
８
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
各
委
員
長
席
を

設
け
、
18
名
の
委
員
長
が
活
動
報

告
を
説
明
し
、
そ
れ
に
対
す
る
他

委
員
長
の
質
問
と
回
答
の
や
り
と

り
。
３
委
員
会
毎
の
田
中
ガ
バ

ナ
ー
の
講
評
で
持
ち
時
間
の
２
時

間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ

た
。
最
後
に
、
先
日
４
日(

日
）の

当
ク
ラ
ブ
の
見
沼
田
ん
ぼ
福
祉
農

園
で
の
収
穫
祭
・
芋
煮
会
に
最
初

か
ら
最
後
ま
で
参
加
し
て
戴
い
た

御
礼
状
と
収
穫
し
た
里
芋
、
そ
し

て
女
性
新
会
員
か
ら
の
花
束
の
贈

呈
。
あ
と
残
り
３
ク
ラ
ブ
の
訪
問
、

御
身
体
に
留
意
さ
れ
て
終
了
さ
れ

ん
こ
と
を
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。



　浦和南ロータリークラブは、10 月
29 日、例会場であるベルヴィ武蔵野の
駐車場で、地元の保育園児を対象に電
動カートを使った交通ルールとマナー
体験 ( 地区補助金を使用しての社会奉
仕事業 )を開催。
　園児が自分で電動カートを運転し、
車が急に止まれない事など、歩行者に
とっては危険である事を体験してもら
うのが狙い。大谷場保育園、文蔵保育
園児が参加。
　最初は緊張してハンドルを握ってい
た園児達だったが、操作に慣れると笑
顔も見られ、楽しんでルールやマナー
を学んでいた。
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

文 庫 通 信　

Infomation & news

　昨年から取材と編集を続け
てきました。報告書ができ、
全員に配付されました。156
ページの力作です。東日本大
震災復興支援チームの皆様、
お疲れ様です。

●東日本大震災報告書が
　できました。

　昨年はニューオリンズで、田中Ｒ
Ｉ会長ノミニーの挨拶が。今年はバ
ンコクで、田中ＲＩ会長エレクトの
挨拶を。いよいよ来年のリスボン
が田中ＲＩ会長が議長です。リスボ
ン国際大会に参加し、この素晴らし
い瞬間を共有しましょう。ツアーの
リーフレットもご覧下さい。

●リスボン国際大会の
　第1次登録締切は
　12月15日です。

　11月10･11日に開催された、「鳩ヶ
谷商工まつり」にて、ポリオ撲滅・東
日本大震災復興支援チャリティーバ
ザーを行ないました。
売り上げは全て寄付に。おかげ様で
大盛況でした！

◎「新しい年の東アジアをめぐって」　
　姜尚中　2012　2p（D.2720）

◎「日本のこれから」
　藤原正彦　2012　13p（D.2790）

◎「松下幸之助・成功の発想と
　危機克服の心得」　
　川越森雄　2012　2p（D.2620）

◎「いのちの森を未来につなぐ」　
　宮脇昭　2012　12p（D.2680）

◎「日本再生への道」
　安倍晋三　2012　16p （D.2740）

◎「今、子どもたちは～私たちにでき
　ること、しなければならないこと」　
　水谷修　2012　9p（D.2590）

◎「真の国際人を目指すために」　
　ピーター・フランクル　
　2012　8p（D.2590）

◎「四国はおもしろい」
　荒俣宏　2012　20p（D.2670）

　［上記申込先：ロータリー文庫]

【302号】

●地区大会の講演より

報告書

この｢ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ＆ＮＥＷＳ｣で紹介したい記事はまだありますが、紙面の都合で、来月号に掲載いたします。
ことしもガバナー月信をご愛読いただきありがとうございます。よい年をお迎えください。

来年新春号の発行は１月10日です。

東日本大震災復興支援チームは、
震災後 2ヶ月目に立ち上がり、以
後約 16ヶ月の期間、刻々と変わ
りゆく現地の支援ニーズを追跡
調査しながら、被災地の復興支援
の活動を継続してまいりました。
その間、たびたび現地を訪問して、
被災地の皆様と会話を交わす度
に、共通して耳に残る言葉に気づ
かされました。
「お金や支援物資を頂くのは有り
難いが、何を持たなくてもいい。
皆さんに来てもらって、話をして
もらうだけで十分です。私たちを
忘れないで欲しい。今一番怖いの
は、皆さんに忘れられてしまうこ
となのです。」
　記録紙の編纂には、被災地の
皆様のそのような思いを込めて
制作に当たりました。
　　　　東日本大震災復興支援チーム　

　　　　　　　　　　委員長　隅内道三

　　　　　　　　　　編集後記より抜粋

2015～2016年度　
ガバナー・ノミニー候補者の推薦について

　国際ロータリー細則第13条（ガバナーの指名と選挙）の13.010（ガ
バナー・ノミニーの選出）は、「地区はノミニーをガバナーとして就
任する日の直前24ケ月以上、36ケ月以内に選出するものとする。」と
規定しています。このため、国際ロータリー第 2770 地区は、当地区
に所属するクラブに対して、地区ガバナー・ノミニー指名委員会に、
2015～2016年度ガバナー候補者案を提出するよう要請します。
　尚、クラブより推薦される2015～ 2016年度ガバナー候補者は国
際ロータリー細則 15.070（ガバナー・ノミニーの資格条件）より
15.080（ガバナーの資格条件）の各項の要件を備えた会員でなけれ
ばなりません。
　又、地区ガバナー指名委員会が地区ガバナー・ノミニーの選択を
行うに当たっては、その選択の範囲は、同細則13.020.5（委員会によ
る最適任のロータリアンの指名）で規定される通り、地区内クラブに
よって提案された候補者に限定されるものではありません。予めご
了承願います。

ガバナー　田中　德尚

提出期限　2013年1月末日
提出先　国際ロータリー第2770地区事務所内　　「地区指名委員会」

●ポリオ撲滅・東日本大震災復興支援
　チャリティーバザーを開催

～鳩ヶ谷ロータリークラブ～

●『交通ルールを守ろうね』　　　
　　浦和南RC カートで園児に指導

●新世代部門委員会　 チャリティバザー開催

　平成 24 年 11 月 10 日（土曜日）～11日（日曜日）、さいた
ま新都心スーパーアリーナ入り口で開催されました。
　東日本大震災の被災地と合同で、ライラセミナー並びにイ
ンターアクト研修実施のための活動資金にします。
　このバザーは、前年同様「コラボさいたま 2012( さいたま
市商工見本市）」と同時開催しました。
　ロータリアンの皆様からたくさんの物品を提供して頂き感
謝いたします。

●
福
島
県
本
宮
R
C
と

の
交
流
会
、
福
島
民
友

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

　
　
〜
川
口
北
東
R
C

「特集・辞めない大研究
／ロータリーで素敵な
出会いを」は１月号で掲
載します。お楽しみに！

次号予告
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M･P･H（6）

M･P･H（3） M･P･H（7）

M･P･H（7）

大宮西

M･P･H（2）P・H・F

米山功労者メジャードナー（21）

米山功労者メジャードナー（20）米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（18）

米山功労者メジャードナー（18）

米山功労者メジャードナー（17）

平成24年10月29日

浦和中
平成24年9月26日

平成24年10月26日

平成24年10月17日

仲島　行男

大宮

高橋　一哲
大宮北

平成24年10月26日

戸田西
平成24年10月30日

M･P･H（2）ベネファクター

川口北
平成24年10月30日

M･P･H（2）ベネファクター

川口
平成24年11月1日

M･P･H（2）

クラブ特別寄付（＄227.28）

越谷南
平成24年11月8日

M･P･H（1）

幸手
平成24年7月25日

川口
平成24年11月1日

吉川
平成24年10月31日

平成24年10月31日

M･P･H（3）

春日部西
平成24年11月7日

M･P･H（2）

三郷ウェンズデー
平成24年8月31日

八潮みらい
平成24年10月30日

M･P･H（2）

幸手
平成24年9月5日

M･P･H（2）M･P･H（1）

米山功労者メジャードナー（40） M･P･H（2）M･P･H（1）

平成24年10月22日

M･P･H（5）

M･P･H（5）

上尾西
平成24年10月24日

川口シティ鳩ヶ谷
平成24年10月26日平成24年10月17日

斉藤　一雄

池田　成彬

溝上　西二

鶴見　裕

福島　英一

宮澤　実

長谷川　文善
越谷

小池　史郎
八潮みらい

吉田　宏

菅　祐伸

小山　正春

石田　国勝

針谷　裕一

磯部　武

渡部　行光

平成24年10月24日

伊藤　明里
大宮北

小島　昇

片桐　勇
上尾西

八潮みらい

津島　英世

上尾
平成24年10月18日

尾花　正明

川口
平成24年10月5日

川口南
平成24年10月22日

田中　章夫

池口　順造
大宮北大宮西

平成24年10月26日

M･P･H（3）

小林　邦彦
上尾

平成24年10月18日
幸手

平成24年9月14日

M･P･H（2）P・H・F

平成24年10月24日

日吉　千穂重
上尾西

山本　公之

春日部南
平成24年9月7日

大宮シティ
平成24年10月25日

川口
平成24年11月1日

上原　進

伊藤　悟

大宮シティ
平成24年10月25日

蓜島　一弘

渡部　行光

川口
平成24年11月1日

小山　正春

加藤　欽彦
大宮シティ

平成24年10月25日

平成24年10月12日

進藤　和夫
久喜菖蒲

上尾
平成24年10月18日

齋藤　哲雄

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米
山
奨
学
会

※これらは、編集締切日時点で分かった方の情報です。来月に載る方もいらっしゃいますので、予めご了承ください。

大口寄付（$12,050)

根本　邦通
川口シティ鳩ヶ谷
平成24年10月30日

平成24年9月5日

M･P･H（4）

平成24年10月29日

坂間　正

M･P･H（3） M･P･H（8）

野口　豊
庄和

平成24年10月29日

川口西
平成24年10月16日

米山功労者メジャードナー（33）

吉田　肇

中里　公造
川口モーニング
平成24年10月15日

米山功労者マルチプル（8）米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

久喜菖蒲
平成24年10月12日

正倉　勝治

上尾
平成24年10月18日

大塚　信郎

恵川　一成
上尾西

平成24年10月24日

大宮シティ
平成24年10月25日

日吉　千穂重

浦和北
平成24年10月18日

星野　眞一

岡本　圭司

八潮
平成24年10月24日

杉村　良哉

杉村　幹夫
八潮

平成24年10月24日

米山功労者マルチプル（2）

平成24年10月25日

鈴木　康司
大宮シティ

幸手
平成24年9月27日

針谷　裕一

久喜菖蒲
平成24年10月12日

大宮シティ
平成24年10月25日

渡邊　数徳

久喜菖蒲
平成24年10月12日

野口　はやみ

染谷　道男

浦和北
平成24年10月18日

早坂　恵美子

斉藤　順彦
越谷

平成24年10月17日

米山功労者

米山功労者

米山功労者

平成24年11月1日

佐藤　陽子
川口

会
員
情
報

会
員
情
報

川口南
平成24年10月22日

竹ノ谷　光美

川口シティ鳩ヶ谷
平成24年9月4日

高田　啓一

越谷南
平成24年11月8日

石野　榮一

大口寄付（$20,100)

梨本　松男
幸手

平成24年9月5日

M･P･H（8）

越谷
平成24年10月17日

坂巻　幸次

岩上　幸二
幸手

川口北東

大宮シティ
平成24年10月25日

高木　俊二
大宮シティ

平成24年10月25日

米山功労者マルチプル（9）

米山功労者マルチプル（8）

大久保　守善
三郷ウェンズデー
平成24年10月29日

P・H・F

横田　松博
浦和中

平成24年8月31日

瀧田　大樹郎
越谷

平成24年10月17日

邨田　茂
吉川

平成24年10月31日　

米山功労者メジャードナー（13）

染谷　良雄
吉川

平成24年10月31日

加藤　和正
岩槻東

平成24年9月28日　

林　　　明
久喜菖蒲

平成24年10月12日

久喜菖蒲
平成24年10月12日

田口　博康
岩佐　ひろみ
大宮シティ

平成24年10月5日
享年　69才

澤田　信三
大宮南

平成24年10月15日
享年　75才

長谷川　廣良
越谷南

平成24年10月23日
享年　74才

幸手
平成24年9月5日

宮澤　実

越谷中
平成24年10月9日

大宮シティ
平成24年10月25日

武藤　正雄

野原　宏

久喜菖蒲
平成24年10月12日

松崎　宏

蓮見　直彦

浦和北
平成24年10月18日

村田　俊満

長谷川　文善
越谷

平成24年10月17日

米山功労者マルチプル（5）米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4）

川口北
平成24年10月31日

森田　康之

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者

米山功労者

米山功労者

米山功労者 米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

吉川
平成24年10月31日

長谷川　吉昭

上尾西
平成24年10月24日

斉藤　一雄

米山功労者マルチプル（7）

平澤　道男
久喜菖蒲

平成24年10月12日

布施　雅章
八潮

平成24年10月24日

江口　正史
川口南

平成24年10月22日

鈴木　武
三郷ウェンズデー
平成24年10月29日

大口寄付（$71,799.11)

田中　德尚

大口寄付（$37,000)
ベネファクター

大口寄付（$19,000)
ベネファクター

大口寄付（$17,822)
ベネファクター

ベネファクター

越谷南
平成24年10月26日

池田　玄一

恩田　勇次郎
八潮

平成24年10月24日

米山功労者メジャードナー（33）

米山功労者メジャードナー（16）

米山功労者メジャードナー（16）

田中　章夫
川口南

平成24年10月22日

米山功労者メジャードナー（14）

川口北
平成24年10月31日

藤原　忠雄

米山功労者マルチプル（8）

庄和
平成24年10月30日

菊池　圀光

米山功労者マルチプル（5）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（6）

林　　裕
上尾西

平成24年10月24日

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4）

久喜菖蒲
平成24年10月12日

川口シティ鳩ヶ谷
平成24年10月26日

池田　成彬

米山功労者マルチプル（4）米山功労者

吉川
平成24年10月31日

村井　有一郎
大宮シティ

平成24年10月25日

佐々木　修

米山功労者マルチプル（2）

久喜菖蒲
平成24年10月12日

伴　光治

米山功労者マルチプル（2）

新
会
員

２
3
人

訃 

報 大宮南東
平成24年8月3日

(株)日本バイオシステム
介護関連

長田　実

浦和北
平成24年10月10日
(財）埼玉YMCA

団体

桒原　道子
浦和

平成24年10月19日
(株)三和

包装用品製造販売

細淵　雅邦

大宮南東
平成24年8月3日

ココロ
健康食品販売

柴野　千代子

浦和北
平成24年10月10日
(株)ヘルスアップ

薬局

大山　邦之
大宮中央

平成24年10月23日
(株)イーグル産業
屋外広告業

深田　将由

大宮南東
平成24年8月3日
横井そろばん教室
そろばん塾

横井　順子

春日部西
平成24年10月11日
DECOSIGN東美（株）

装飾工事

田中潤一
大宮中央

平成24年10月23日
柏木建設(株)
建設業

柏木　英太

春日部西
平成24年10月11日
カーズアバンギャルド

自動車小売

橋本克明
大宮北

平成24年10月23日
(株)大宮高橋商事
不動産管理

高橋　敬

川口シティ鳩ヶ谷
平成24年10月30日
(有)コスモクオリア

不動産

宇田川　幸希

増渕　稔
大宮シティ

平成24年10月24日
アサヒビール(株)
ビール製造

佐藤　一
八潮

平成24年10月16日
(株)ユニオン
電気器具

桶川イブニング
平成24年10月4日
やなぎはら歯科医院
歯科（小児歯科）

柳原　隆志
浦和

平成24年10月19日
大栄不動産（株）
不動産仲介

中村　敏幸
大宮西

平成24年10月29日
島村事務所
不動産賃貸業

島村　まり子

越谷
平成24年10月9日
文教大学
大学

今井　陽子
浦和

平成24年10月19日
(株)大和不動産
不動産仲介

小山　陽一郎
大宮西

平成24年10月29日
風香書道会

教育・デザイン業

田口　友香

大宮西
平成24年10月29日
あいむ鍼灸接骨院

接骨・鍼灸・マッサージ・整体業

相原　武
幸手

平成24年10月3日
山口労務管理事務所
社会保険労務士

山口　寿通
浦和東

平成24年10月18日
ニッケントラスト（株）

不動産業

奥墨　常治

つ
つ
し
ん
で

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

春
日
部
南
Ｒ
Ｃ
、
3
名
の
ご
入
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
に
て
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
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